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市民が誇れて、
みんなが行きたくなる
エリアを整備すること。
それが目指す方向性です。

"まちづくり"という名の色を付けていく。
那須塩原駅周辺が変わればまち全体が変わる。
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これまで、那須塩原駅周辺のまちづくりをどのように行っていく
のか、市民の皆さん、有識者、民間事業者など、さまざまな立場
の人々の議論の経過を見てきました。その中で感じていることは、
皆さんが持つ共通認識は、まちがさらに活気づいたり、便利になっ
たり、住んでいることに誇りを持てるようなまちにしたいという
ことです。この思いは、那須塩原駅周辺まちづくりビジョンを策
定する際に行った市民アンケート結果（↓グラフ）にも表れていま
す。今年5月、新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことに
伴い、社会全体や市政のさまざまなものが動き出しました。那須
塩原駅周辺のまちづくりも次のステージから新たなスタートを切
ることになります。30年経っても輝きを失わず、市民の皆さんが
誇れる、そして、市外の皆さんが行きたい、遊びたい、暮らした
いというイメージを持ってもらえるようなエリアに再整備してい
くこと、それが市が目指している方向性です。
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総 合 計 画

渡 辺 市 長 任 期

新 型 コ ロ ナ感染拡大・2類感染症

人や地域に活気や賑わいがあり、周辺を散策するのが楽しいエリア

繁華街や大型店舗など、多くの人々が集まる商業施設を中心としたエリア

災害に強く、犯罪が少ないなど、安全・安心に暮らせるエリア

多くの観光客の出発点となるような観光の拠点となるエリア

那須塩原らしさや栃木県北の玄関口として象徴となるようなエリア
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那須塩原駅周辺は今後どのようなエリアになれば良いと思いますか。

市政をめぐる
大きな流れ

市民2,000人に聞きました。

※那須塩原駅周辺まちづくりビジョン策定のための市民アンケート結果より抜粋。
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那須塩原駅周辺整備室
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